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長野県野尻湖における過去約 4.5万年の湖水面高度変遷とその要因
Lake-level change history estimated by acoustic record and their factors during the last
45,000 years in lake Nojiri
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長野県野尻湖においてユニブームを用いて得られた音波探査記録について音響層序学的手法を用いて,過去の湖水面高
度変遷を明らかにしたところ,過去約 4.5万年間に 8回の上昇・下降を繰り返していたことが明らかになった.その結果を
野尻湖内の花粉や TOC, NGRIPや Sanbao/Huluの酸素同位体比といった他のプロキシと比較したところ,寒冷期と湖水面
上昇期,温暖期と湖水面下降期を対応させることができ,特に湖水面が上昇していた時期は Younger Dryas, Heinrich Event,
Bond Cycleといった世界的な寒冷化イベントの時期と概ね一致した.寒冷期に湖水面が上昇する要因としては,地球規模
の寒冷化による蒸発量の減少と冬季モンスーンが強化されたことに伴う降雪量の上昇が考えられる.また,温暖期に湖水
面が低下する原因としては,温暖化による蒸発量の上昇と冬季モンスーンが弱体化したことに伴う降雪量の減少が考えら
れる.冬季モンスーン強度の変遷は,黄土高原のレス粒径の変化と同調的である.
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